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製品情報

シームレスな試験プロセス
dSPACEの自動試験ソフトウェアAutomationDesk は、オープンアーキテクチャのため、他の開発環境で
も使用することができます。お客様の依頼があれば、AutomationDesk はWebベースの試験管理ツール
Mercury Quality Center ™（またはMercury TestDirector®）に接続可能で、この2つのツールの優れ
た機能を利用することができます。その結果、試験仕様から不具合の追跡までのシームレスなツールベースの試験
プロセスが実現します。

Mercury Quality Centerと
AutomationDesk
2つのプログラムがリンクされると、試験はQuality 
Center で管理、選択され、AutomationDesk で遠隔
制御されます。Quality Center は試験プロセスのすべ
てのフェーズを組織化し、管理するのに使用されます。こ
れには、試験仕様、試験計画、試験の実行、不具合の
追跡などが含まれます。試験の実装、試験の実行、結果
の分析、レポート作成などの試験に直接関連した作業は
AutomationDeskで実行されます。AutomationDesk
から、HIL（hardware-in-the-loop）プラットフォーム
や計測および適合システムへ簡単にアクセスできます。
AutomationDeskの重要な機能はQualtiy Centerクラ
イアントから利用できるため、ほとんどの試験プロセスユー
ザーはAutomationDeskの操作を詳しく知っている必要
はありません。

2つのツールの利点
AutomationDeskをMercury Quality Centerとリンク
させると、2つのツールの次のような機能と恩恵を受けるこ
とができます。

 試験仕様から不具合の追跡に至るまでのシームレスな
試験プロセス

 Quality Centerのプロセス管理機能
 AutomationDeskによるグラフィカルな試験開発環
境とdSPACEシミュレータへのアクセス

 Mercury Quality Center 内のセントラルデータスト
レージ
 すべてのAutomationDesk 試験と結果へのQuality 
Centerクライアントからのアクセス

2つのツールの相互関係
Mercury Quality Center はクライアント（Webベース
のユーザーフロントエンド）とサーバー（試験、不具合、ワー
クフロー等を含むデータベース）とで構成されています。
AutomationDeskとQuality Center はCOMインター
フェースで接続されています。AutomationDeskのプロ
ジェクトは、Quality Centerのデータベースへエクスポー
トされ、追加されます。AutomationDeskプロジェクトは
Quality Centerクライアントで表示され、パラメータ化さ
れ、実行されます。AutomationDeskの試験結果とレポー
トはQuality Center のデータベースに追加され、すべて
のQuality Centerクライアントで表示可能です。
また、AutomationDeskは最近Quality Centerに統合さ
れたMercury TestDirectorに接続することもできます。

 AutomationDeskと 
Mercury Quality 
Center ™ /
TestDirector®の接続

 Quality Center 
クライアントを使用した
AutomationDeskへ
のアクセス

 Quality Center 内の 
セントラルデータ 
ストレージ

 Quality CenterとAutomationDeskによるテストプロセス
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試験仕様書

試験の実装

試験計画 不具合の追跡

試験の実行 結果の分析 レポート生成

試験の実行


